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 
本研究の目的は､ 精神科保護室における看護師のケアリングを明らかにすることであった｡ ３～５年以上精神科看護
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case 性別 年齢 看護師歴 精神科看護師歴 現在勤務している病棟
1 女性 50歳代 17年 13年 精神科急性期治療病棟
2 男性 40歳代 ８年 ４年 精神科急性期治療病棟
3 男性 40歳代 28年 13年 大学病院精神科病棟
4 女性 50歳代 29年 28年 精神療養病棟
5 男性 40歳代 20年 13年 精神療養病棟
6 男性 20歳代 ５年 ５年 大学病院精神科病棟
7 男性 20歳代 ６年 ６年 大学病院精神科病棟
8 女性 50歳代 34年 ６年 大学病院精神科病棟
9 女性 20歳代 ４年 ４年 精神一般病棟
10 男性 30歳代 ６年 ６年 精神科急性期治療病棟















































case 性別 年齢 疾患名 入院形態 保護室使用期間
１ 女性 30歳代 統合失調症 医療保護 約１ヶ月
２ 女性 40歳代 躁鬱病 医療保護 約２ヶ月
3 男性 40歳代 統合失調症 医療保護 数年
4 男性 50歳代 アルコール依存症 不明※ ２～３日
4 女性 20歳代 鬱状態 不明※ 不明※
4 女性 30歳代 躁鬱病 不明※ 不明※
5 男性 20歳代 ナルコレプシー 医療保護 約６ヶ月
6 男性 30歳代 統合失調症 医療保護 約６ヶ月
7 男性 30歳代 非定型精神病 医療保護 約２ヶ月
8 男性 20歳代 統合失調症 医療保護 約１ヶ月
８ 男性 50歳代 統合失調症 医療保護 約１ヶ月
9 女性 60歳代 統合失調症 医療保護 約２ヶ月
９ 男性 60歳代 非定型精神病 医療保護 約１ヶ月
10 男性 30歳代 非定型精神病 医療保護 約１ヶ月
11 女性 70歳代 躁鬱病 医療保護 約３ヶ月
11 女性 20歳代 統合失調症 不明※ 不明※
※ 入退院を繰り返している､ もしくは対象者が明確に思い出せなかった場合を含む





て｡ 『あっそうだ､ あれを忘れたから､ もう



































































































たんです｡ 『あー､ 私はこれがいいわ』 とかっ
て言って｡ なんかそういうふうなことを大切
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